
白
星
の
ね
ば
り
助
け
る
徳
俵

上
蒲
生
　
　
菅
沼
マ
サ

み
か
ん
よ
り
小
振
り
に
な
っ
た
供
え
餅

上
蒲
生
　
　
柳
田
智
江

万
歩
計
つ
け
れ
ば
す
ご
い
千
鳥
足

石
　
田
　
　
柳
田
政
孝

金
銀
に
塗
ら
れ
た
花
材
猫
や
な
ぎ

上
蒲
生
　
　
鶴
見
敏
子

そ
の
上
に
ま
た
着
て
母
の
背
が
ま
る
い

石
　
田
　
　
大
島
　
昇

ま
っ
白
な
障
子
へ
う
つ
る
春
の
か
げ

上
蒲
生
　
　
渡
辺
文
子

靴
底
に
笑
わ
れ
て
い
る
歩
き
ぐ
せ

上
　
町
　
　
上
野
広
江

日
向
ぼ
こ
私
に
欲
し
い
広
い
視
野

大
　
町
　
　
大
八
木
ト
ク

ま
だ
寒
い
寒
い
と
着
せ
る
親
心

石
　
田
　
　
柳
田
キ
ミ
子
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『
上
三
川
激
動
の
中
世
』
は
今
回
で
最
後
に
な
り
ま

す
。
そ
こ
で
、
廃
城
後
の
上
三
川
城
主
と
多
功
城
主
に

つ
い
て
述
べ
た
い
と
思
い
ま
す
。

上
三
川
城
は
、
1
5
9

7
年
に
真
岡
城
主
芳
賀
高

武
に
よ
っ
て
攻
め
ら
れ
、

城
主
今
泉
高
光
を
は
じ

め
、
多
く
の
家
来
た
ち
も

自
害
し
ま
し
た
。
し
か
し
、

子
の
宗
高
は
家
臣
に
連
れ

ら
れ
、
高
光
の
弟
が
住
む

宇
都
宮
市
兵
庫
塚
町
に
逃

げ
の
び
、
そ
の
後
、
帰
農

し
て
子
孫
は
現
在
も
兵
庫

塚
町
に
在
住
し
て
い
ま

す
。
長
い
年
月
が
過
ぎ
、

当
時
の
で
き
ご
と
も
忘
れ

ら
れ
、
菩
提
寺
で
あ
る
長

泉
寺
と
の
関
係
も
途
絶
え
て
い
ま
し
た
が
、
明
治
後
期

に
、
偶
然
発
見
さ
れ
た
文
書
に
よ
っ
て
関
係
が
戻
り
、

現
在
に
至
っ
て
い
ま
す
。

一
方
、
最
後
の
多
功
城
主
の
多
功
秀
綱
は
廃
城
後
、

長
男
綱
賀
、
孫
の
綱
任
と
と
も
に
、
家
臣
の
家
に
身
を

寄
せ
た
も
の
の
、
他
家
に
任
官
さ
れ
る
こ
と
な
く
亡
く

な
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
秀
綱
の
次
男
綱
秀
は
、
廃

城
後
早
い
段
階
で
江
戸
に
出
て
、
水
戸
徳
川
家
の
家
臣

の
推
薦
に
よ
っ
て
、
今
治
藩
（
現
在
の
愛
媛
県
今
治
市
）

主
松
平
定
房
に
取
り
立
て
ら
れ
ま
し
た
。
上
三
川
の
地

を
遠
く
離
れ
、
四
国
今
治
に
移
り
住
ん
だ
綱
秀
や
そ
の

子
孫
は
、
祖
先
の
故
郷
で
あ
る
上
三
川
の
地
を
忘
れ
る

こ
と
は
な
く
、
菩
提
寺
の
見
性
寺
に
た
び
た
び
手
紙
を

送
り
、
多
功
の
地
に
残
っ
た
家
臣
た
ち
と
も
連
絡
を
取

り
続
け
ま
し
た
。
ま
た
、
藩
主
に
従
い
参
勤
交
代
で
江

戸
に
出
府
し
た
折
に
は
、
旧

家
臣
の
代
表
が
江
戸
ま
で
出

向
き
親
交
を
深
め
た
ほ
か
、

藩
主
の
日
光
社
参
の
折
に
は

見
性
寺
へ
墓
参
に
訪
れ
、
家

来
た
ち
の
子
孫
と
交
流
を
深

め
て
い
ま
し
た
。

上
三
川
城
と
多
功
城
の
廃
城

は
、
鎌
倉
時
代
以
来
約
3
5
0

年
続
い
た
体
制
の
崩
壊
と
い
う

こ
と
で
、
地
域
の
構
造
を
大
き

く
変
え
る
一
大
事
で
し
た
。
江

戸
幕
府
の
下
で
、
新
た
な
体
制

が
築
か
れ
て
い
き
、
上
三
川
は

新
た
な
地
域
へ
と
再
編
成
さ
れ

て
い
き
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
上
三
川
城
主
や
多
功

城
主
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
離
れ
離
れ
に
な
っ
て
も
、

長
い
年
月
に
わ
た
り
培
わ
れ
た
人
々
の
関
係
は
決
し
て

失
わ
れ
る
こ
と
無
く
、
絶
え
る
こ
と
の
な
い
絆
を
保
ち

続
け
た
ほ
か
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
で
築
か
れ
て
い
た
絆

も
、
絶
え
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

⑫

上
三
川
城
主
・
多
功
城
主
の
そ
の
後

多功城主の子孫は四国今治に行った後も墓参りなど
で地元との交流を持ち続けました
（写真：見性寺の多功城主多功家累代の墓）




